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�

町
お
こ
し
を
進
め
る
な
ど
合

併
し
な
い
で
や
っ
て
い
け
る
ビ
ジ

ョ
ン
は
な
い
の
か
。
後
で
合
併
す

る
こ
と
も
可
能
か
。

�

町
お
こ
し
な
ど
は
歴
代
の
人
々

が
努
力
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
て
き
て
い

る
状
況
下
で
合
併
を
し
な
か
っ
た
場

合
、
五
年
程
度
は
頑
張
れ
る
と
思
う

が
、
そ
の
後
は
分
か
ら
な
い
。
ど
う

に
も
な
ら
な
く
な
っ
て
吸
収
合
併
さ

れ
る
よ
り
は
対
等
合
併
が
で
き
、
特

例
措
置
を
受
け
ら
れ
る
今
、
決
断
を

し
た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
。

�

合
併
し
て
よ
い
こ
と
は
あ
る

の
か
。

�

合
併
し
て
も
必
ず
し
も
得
と
な

る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
た
だ
、

黙
っ
て
い
て
今
よ
り
よ
く
な
る
と
い

う
も
の
で
も
な
い
。
合
併
は
現
状
を

維
持
す
る
一
つ
の
手
段
で
あ
る
。

�

合
併
す
る
、
し
な
い
の
判
断

は
ど
こ
で
。
住
民
投
票
は
す
る
の

か
。

�

座
談
会
や
合
併
検
討
委
員
会
等

で
の
議
論
を
ふ
ま
え
、
基
本
的
に
首

長
と
議
会
で
議
論
し
て
結
論
づ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

住
民
投
票
は
考
え
て
い
な
い
。

�

合
併
特
例
債
は
中
心
部
に
だ

け
投
資
さ
れ
、
周
辺
地
域
に
は
そ

の
償
還
負
担
だ
け
の
し
か
か
る
の

で
は
な
い
か
。

�

特
例
債
は
箱
物
整
備
だ
け
で
は

な
く
道
路
整
備
等
に
も
投
資
さ
れ

る
。
新
し
い
市
が
償
還
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
の
で
、
旧
市
町
村
別
に
い

く
ら
払
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

�

基
金
の
使
途
に
つ
い
て
不
利

に
な
ら
な
い
よ
う
な
仕
組
み
、
検

討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

�

十
分
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

�

地
域
住
民
の
声
が
届
き
に
く

く
な
り
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス

が
で
き
な
く
な
る
の
で
は
。
ま
た
、

財
政
支
出
が
中
心
部
に
集
中
し
、

中
心
部
だ
け
が
よ
く
な
っ
て
周
辺

地
域
が
さ
び
れ
る
の
で
は
。

�

中
心
部
だ
け
よ
く
な
る
と
い
う

こ
と
が
な
ら
な
い
よ
う
に
、
地
域
審

議
会
設
置
等
、
そ
れ
に
対
応
す
る
仕

組
み
を
考
え
、
施
策
を
講
じ
て
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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町
民
の
み
な
さ
ん
に
広
く
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

い
、
活
発
に
議
論
を
し
て
も
ら
お
う
と
「
市
町
村
合
併
座
談
会
」

が
七
月
十
日
か
ら
二
十
二
日
の
間
、
七
つ
の
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
座
談
会
の
出
席
者
は
全
会
場
合
わ
せ
て
百
一
人
。
出
席
者

か
ら
は
多
く
の
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
の
意
見

交
換
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



�

合
併
す
れ
ば
、
東
由
利
の
名

前
は
残
る
の
か
。

�

市
町
村
名
と
し
て
は
な
く
な
る

が
、
地
区
名
と
し
て
残
す
こ
と
は
あ

り
得
る
の
で
は
。

�

合
併
し
た
場
合
、
町
単
独
の

農
林
業
畜
産
業
振
興
施
策
制
度
の

維
持
が
で
き
る
か
。

�

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
議
論
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

�

共
有
財
産
の
権
利
、
特
に
山

林
財
産
に
か
か
わ
る
権
利
は
ど
う

処
理
さ
れ
て
い
く
か
。

�

山
林
財
産
な
ど
の
共
有
財
産
に

つ
い
て
は
、
権
利
等
が
マ
イ
ナ
ス
に

な
ら
な
い
よ
う
に
整
理
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

�

現
在
の
権
利
を
維
持
す
る
た

め
の
施
策
と
し
て
財
産
区
を
設
定

し
た
方
が
よ
い
の
か
。

�

財
産
区
は
設
置
す
べ
き
特
別
の

理
由
が
あ
る
場
合
は
、
協
議
に
よ
り

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の

際
は
十
分
な
見
通
し
を
持
っ
て
判
断

す
べ
き
と
い
わ
れ
て
い
る
。

�

合
併
す
れ
ば
学
校
は
ど
う
な

る
の
か
。
人
数
が
少
な
く
な
れ
ば

学
区
再
編
成
（
統
合
）
と
な
る
の

で
は
。

�

学
校
は
そ
の
ま
ま
残
る
。
現
状

で
は
問
題
な
い
と
思
わ
れ
る
。
学
区

再
編
成
に
つ
い
て
は
、
東
由
利
の
小

学
校
が
二
校
か
ら
一
校
に
な
る
こ
と

は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
在
の

本
荘
市
ま
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学

と
い
っ
た
事
態
は
考
え
ら
れ
な
い
。

�

合
併
後
の
除
雪
態
勢
の
低
下

が
心
配
さ
れ
る
が
。

�

本
町
以
外
に
も
豪
雪
地
帯
は
あ

り
、
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
整
備

に
よ
り
さ
ら
に
広
範
囲
に
向
け
た
除

雪
態
勢
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
も
で

き
る
。
合
併
に
よ
り
生
活
福
祉
の
充

実
度
が
低
下
す
る
の
で
は
合
併
の
意

味
が
な
い
と
思
う
。

�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
負
担
や
税

金
、
公
共
料
金
の
負
担
が
重
く
な

る
の
で
は
。

�

合
併
前
の
各
市
町
村
に
よ
っ
て

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
や
税
金
、
公

共
料
金
な
ど
が
異
な
る
こ
と
は
あ
る

が
、
基
本
的
に
事
務
処
理
の
方
法
の

効
率
化
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
水
準

は
高
い
方
に
負
担
は
低
い
方
に
調
整

さ
れ
る
。

�

地
域
審
議
会
は
合
併
の
マ
イ

ナ
ス
面
を
カ
バ
ー
し
て
い
け
る
の

か
。

�

地
域
審
議
会
は
、
特
例
法
の
中

で
も
特
に
強
く
う
た
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
合
併
後
の
農
林
業
の
あ
り
方

や
除
雪
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
首

長
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

�

た
だ
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
多
く
の
町
民
が
参

加
で
き
る
よ
う
な
対
応
策
が
必
要

で
は
な
い
か
。

�

町
民
の
意
見
、
議
論
を
交
わ
す

場
と
し
て
五
十
人
委
員
会
的
な
も
の

を
設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
各
団
体
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、

話
し
合
い
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
の
で
ど
ん
ど
ん
声
を
か
け
て
ほ

し
い
。

�

合
併
後
の
具
体
的
な
構
想
を

示
し
た
資
料
な
ど
、
合
併
の
判
断

材
料
と
な
る
資
料
を
提
示
し
て
ほ

し
い
。

�

全
体
像
は
、
構
成
市
町
村
が
決

ま
り
、
合
併
協
議
会
に
お
い
て
議
論

さ
れ
て
い
く
も
の
で
、
現
在
の
と
こ

ろ
構
想
資
料
は
な
い
。
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▲各会場で活発な意見交換が行われた

市町村合併アンケート調査に
ご協力お願いします

～８月中旬に実施します～

町では、町民の皆さんが市町村合併について
どのように考えているかアンケートを実施する
ことにしましたのでご協力お願いします。
このアンケートは町内の全世帯を対象に８月

の中旬に実施します。世帯主、世帯員、男女の
区別にかかわらず20歳以上の方一人が代表して
お答え願います。
なお、記入が終わりましたら回収袋に入れて

自治会長さんにお届けください。役場職員が回
収に伺います。

市町村合併座談会を
受け付けています

町では、町長が直接地域に出向いて町民と市
町村合併について対話する「市町村合併座談会」
を受け付けています。
対象は、地区、自治会、各種団体・グループ

などで、開催日時は協議の上調整します。

申し込み・問い合わせは
企画課　�６９‐２１１３まで

皆さんの声を
お聞かせください

▲真剣なまなざしで説明を聞く参加者



第
四
十
七
回
町
畜
産
共
進
会
が

六
月
二
十
九
日
、
畜
産
広
場
で
開

催
さ
れ
、
黒
毛
和
種
六
十
二
頭
、

ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
二
頭
、
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
八
頭
の
計
七
十
二
頭
が
出

陳
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
阿
部
町
長
が
「
本

町
の
畜
産
も
昨
年
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題

で
大
変
心
配
さ
れ
た
が
、
現
在
は

良
い
展
望
に
な
っ
て
き
た
。
今
後

も
畜
産
農
家
の
一
層
の
頑
張
り
を

期
待
し
た
い
」と
出
陳
者
を
激
励
。

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ

丹
精
込
め
て
飼
育
し
た
牛
の
資
質

と
改
良
の
成
果
に
審
査
員
の
厳
し

い
目
が
注
が
れ
ま
し
た
。
審
査
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
出
陳
者
敬
称
略
）

【
団
体
賞
】

優
勝
　
舘
合
和
牛
改
良
組
合

二
位
　
久
山
地
区
和
牛
改
良

研
究
会

三
位
　
黄
桜
和
牛
組
合

【
部
門
別
最
優
秀
賞
】

◇
肉
用
牛
父
系
牛
群
区

ひ
が
し
ゆ
り
、
あ
き
こ
、
き

た
ひ
め
《
宿
・
下
吹
和
牛
組

合
・
小
野
長
一
、
遠
藤
実
》

◇
乳
用
牛
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

ス
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
　
イ
ン
パ

ク
ト
ジ
ミ
ー
《
小
野
武
志
・

下
吹
》

【
区
分
別
優
等
賞
一
席
】

◇
肉
用
牛
若
牛
一
区

た
か
こ
《
小
野
富
弥
・
須
郷
田
》

◇
同
若
牛
二
区

し
げ
さ
か
え
《
佐
藤
隆
一
・
葎

沢
》

◇
同
若
牛
三
区

な
つ
み
《
嶽
石
勝
男
・
新
沢
》

◇
同
成
牛
一
区

ふ
じ
ひ
め
《
畠
山
一
治
・
大
吹

川
》

◇
同
成
牛
二
区

い
と
ひ
め
《
高
橋
新
一
・
須
郷
》

◇
同
高
等
登
録
群
区

め
ぐ
み
、
さ
か
え
、
さ
く
ら
《
久

山
地
区
和
牛
改
良
研
究
会
・
荘
野

高
光
》

◇
同
繁
殖
雌
牛
群
区

あ
き
こ
、
は
る
こ
、
ま
す
こ
１

《
舘
合
和
牛
改
良
組
合
・
高
橋
定

敏
、
高
橋
重
四
郎
、
佐
藤
貴
志
》

◇
同
父
系
牛
群
区

ひ
が
し
ゆ
り
、
あ
き
こ
、
き
た
ひ

め
《
宿
・
下
吹
和
牛
組
合
・
小
野

長
一
、
遠
藤
実
》

◇
乳
用
牛
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種

ウ
ィ
ロ
ー
ロ
マ
ン
ス
　
ブ
ル
ッ
ク

レ
ス
タ
ー
《
畑
山
裕
輝
・
島
》

◇
同
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
未
経
産
区

フ
ィ
ー
ン
ラ
ン
ド
　
モ
ッ
ク
ア
シ

リ
ー
《
大
庭
朋
和
・
船
木
》

◇
同
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
経
産
区

ス
リ
ー
フ
ァ
ー
ム
　
イ
ン
パ
ク
ト

ジ
ミ
ー
《
小
野
武
志
・
下
吹
》
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第47回町畜産共進会�

団体優勝は�
　　舘合和牛改良組合�

▲部門別最優秀賞に輝いた肉用牛父系牛群区
のひがしゆり、あきこ、きたひめ号

第
五
回
秋
田
し
ん
せ
い
農
業

協
同
組
合
畜
産
共
進
会
が
七
月
十

八
日
、
本
荘
市
の
広
域
由
利
家
畜

市
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
町
畜
産

共
進
会
で
上
位
入
賞
し
た

牛
か
ら
十
八
頭
（
黒
毛
和

種
十
三
頭
、
乳
用
牛
五
頭
）

が
出
陳
。
団
体
総
合
で
は
、

惜
し
く
も
準
優
勝
で
し
た

が
、
佐
藤
隆
一
さ
ん
（
葎

沢
）
の
し
げ
さ
か
え
号

（
肉
用
・
若
牛
二
区
）
が

見
事
、
最
優
秀
個
人
特
別

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

本
町
の
入
賞
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
出
陳
者
敬
称
略
）

【
団
体
総
合
】

優
　
勝
　
大
内
町
（
４
６
０
点
）

準
優
勝
　
東
由
利
町

（
４
５
０
点
）

【
部
門
別
団
体
賞
】

◇
肉
用
牛
の
部

優
　
勝
　
大
内
町

（
４
６
０
点
）

準
優
勝
　
東
由
利
町

（
３
５
０
点
）

【
区
分
別
最
優
秀
賞
】

◇
肉
用
牛
若
牛
二
区

し
げ
さ
か
え
《
佐
藤
隆

一
・
葎
沢
》

◇
同
成
牛
二
区

い
と
ひ
め
《
高
橋
新
一
・
須
郷
》

【
最
優
秀
群
区
特
別
賞
】

◇
肉
用
牛
父
系
牛
群
区

ひ
が
し
ゆ
り
、
あ
き
こ
、
き
た
ひ

め
《
東
由
利
町
和
牛
改
良
部
会
・

小
野
長
一
、
遠
藤
実
》

【
最
優
秀
個
人
特
別
賞
】

◇
肉
用
牛
若
牛
二
区

し
げ
さ
か
え
《
佐
藤
隆
一
・
葎

沢
》

▲最優秀個人特別賞のしげさかえ号 第 5 回
秋田しんせい農業協同組合
畜 産 共 進 会



消
防
技
術
の
向
上
と
団
員
の
士
気

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
町

消
防
訓
練
大
会
が
七
月
二
十
一
日
、

げ
ん
き
館
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。大

会
に
は
町
内
五
つ
の
分
団
か
ら

消
防
団
員
百
二
十
三
人
が
参
加
、
各

分
団
長
の
指
示
の
も
と
、
白
熱
し
た

競
技
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
阿
部
町
長
が
「
皆

さ
ん
の
出
動
も
あ
り
、
台
風
七
号
に

よ
る
被
害
も
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
今
後
も
団
員
の
士
気
を

高
め
、
町
民
の
安
全
と
財
産
を
守
れ

る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
告
示

し
ま
し
た
。

競
技
は
五
つ
の
分
団
が
出
場
し
た

通
常
点
検
お
よ
び
小
隊
訓
練
、
一
班

が
出
場
し
た
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
、

十
五
班
が
出
場
し
た
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
三
種
目
。

審
査
員
採
点
の
結
果
、
総
合
で
第

一
分
団
、
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法
で
第

一
分
団
第
一
班
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

で
第
五
分
団
第
二
班
が
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
優
勝
分
団
は
八
月

三
日
に
行
わ
れ
る
本
荘
市
由
利
郡
消

防
訓
練
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
各
分

団
の
健
闘
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

◆
訓
練
大
会
成
績
結
果

（

）
内
は
指
揮
者
・
敬
称
略

【
総
合
の
部
】

優
　
勝
　
第
１
分
団

（
分
団
長
・
佐
藤
幸
輝
）

準
優
勝
　
第
５
分
団

（
分
団
長
・
佐
々
木
安
彦
）

第
３
位
　
第
４
分
団

（
分
団
長
・
石
渡
次
雄
）

【
規
律
訓
練
の
部
】

第
１
位
　
第
１
分
団（
佐
藤
幸
輝
）

第
２
位
　
第
５
分
団（
佐
々
木
安
彦
）

第
３
位
　
第
４
分
団（
石
渡
次
雄
）

【
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
】

第
１
位
　
第
１
分
団
第
１
班

（
渡
辺
利
宏
）

【
小
型
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
】

第
１
位
　
第
５
分
団
第
２
班

（
大
庭
宏
尚
）

第
２
位
　
第
１
分
団
第
２
班

（
佐
藤
太
智
雄
）

第
３
位
　
第
５
分
団
第
１
班

（
梅
津
正
明
）

梅
雨
前
線
と
台
風
七
号
の
影
響
で
、

町
で
は
七
月
十
三
日
か
ら
十
六
日
に

か
け
百
五
十
�
�
を
超
え
る
連
続
豪

雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
豪
雨
に
よ
り
河
川
が
は
ん
ら

ん
し
、
道
路
冠
水
に
よ
る
通
行
止
め

や
法
面
崩
壊
、
家
屋
等
へ
の
床
下
浸

水
な
ど
の
被
害
が
町
内
各
地
で
出
ま

し
た
。

十
六
日
午
前
七
時
過
ぎ
に
は
寺
田

付
近
の
道
路
で
冠
水
が
あ
り
、
町
で

は
職
員
を
動
員
し
警
戒
に
あ
た
ら
せ
、

午
前
八
時
三
十
分
、
災
害

警
戒
対
策
室
を
設
置
。
そ

の
後
、
秋
田
気
象
台
か
ら

土
砂
災
害
警
戒
報
が
発
表

さ
れ
、
午
前
十
時
三
十
分

「
東
由
利
町
七
月
十
六
日

集
中
豪
雨
災
害
対
策
本

部
」
を
設
置
し
、
被
害
の

状
況
調
査
と
合
わ
せ
、
消

防
団
の
出
動
に
よ
り
警
戒

に
あ
た
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
降
雨
量
も

徐
々
に
少
な
く
な
り
、
被

害
発
生
の
可
能
性
も
な
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
翌
十
七

日
午
前
八
時
三
十
分
、
対

策
本
部
を
解
散
し
ま
し
た
。

被
害
状
況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

農
地
の
冠
水
　
　

二
十
七
カ
所
三
十
三
・
八
�

農
地
の
浸
水

十
カ
所
六
・
八
�

ハ
ウ
ス
の
浸
水

一
カ
所
〇
・
一
�

畜
舎
の
浸
水
　
　
一
件

農
業
施
設
被
害
　
八
カ
所

道
路
災
害
　
　
　
九
カ
所

車
庫
浸
水
　
　
　
一
カ
所

住
居
浸
水
　
　
　
一
カ
所
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▲優勝した第１分団の規律訓練

白熱した競技を展開

―平成14年度町消防訓練大会―

総合優勝は第１分団

▲正確な動作と速さが競われた消防操法

災
害
対
策
本
部
を
設
置�

�

▲河川がはんらんし通行止めになった寺田地区



完
成
予
定
ま
で
残
す
と
こ
ろ
あ
と
四
カ

月
と
な
っ
た
役
場
新
庁
舎
建
設
工
事
。
現

場
で
は
安
全
面
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な

が
ら
、
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

現
在
の
進
捗
率
は
約
四
八
�
。
二
階
部

分
ま
で
（
展
望
台
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
部
分

を
除
く
）
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
が
終
了

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
以
前
広
報
で
も
お
知

ら
せ
し
た
よ
う
に
、
新
庁
舎
は
外
壁
、
内

壁
、
柱
な
ど
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
ち

っ
放
し
に
な
る
た
め
、
こ
の
工
程
が
終
了

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
庁
舎
の
大
ま
か

な
形
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
す

（
写
真
１
）。
現
場
作
業
所
の
深
谷
所
長
は
、

「
新
庁
舎
は
、
壁
、
柱
、
梁
な
ど
ほ
と
ん

ど
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
。
柱
が
少
な

く
、
梁
な
ど
を
強
く
し
て
建
物
を
支
え
る

構
造
と
な
っ
て
い
る
。
建
物
の
重
要
な
部

分
を
占
め
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
で
は
、

品
質
は
も
ち
ろ
ん
、
丁
寧
に
作
業
を
進
め

る
よ
う
に
と
て
も
気
を
使
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

一
階
部
分
で
は
、
冷
暖
房
の
配
管
や
電

気
工
事
が
進
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
役
場

庁
舎
に
は
な
か
っ
た
省
エ
ネ
型
の
空
調
設

備
（
冷
暖
房
）
設
置
の
た
め
の
作
業
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。

そ
の
ほ
か
、
公
用
車
用
車
庫
の
基
礎
工

事
や
来
客
用
駐
車
場
の
排
水
路
設
置
も
順

調
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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（写真1）

（写真2）

役場庁舎
建設工事

2
階
部
分
ま
で

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
が
終
了

第５回議会臨時会が７月４日に招集
され、農業集落排水緊急整備事業蔵・
法内地区工事請負契約締結案や財産
（会議場等備品）の取得など４件が原
案どおり可決されました。
■農業集落排水緊急整備事業 蔵・法
内地区第17201号工事（処理場本体建
築工事）請負契約の締結
�契約金額・1億8,270万円／村岡建設
工業株式会社（本荘市）
■農業集落排水緊急整備事業 蔵・法
内地区第17202号工事（処理場機械電
気工事）請負契約の締結
�契約金額・2億370万円／前澤工業株
式会社　東北支店（仙台市）
■農業集落排水緊急整備事業 蔵・法
内地区第17217号工事（管路工事）請
負契約の締結
�契約金額・6,142万5千円／有限会社
大庭建設（東由利町）
■財産（会議場等備品）の取得
�会議場等備品／契約金額・1,879万5
千円／株式会社スダキ商事（本荘市）

農集排緊急整備事業の
工事請負契約を議決
第5回議会臨時会・7月4日招集 第６回議会臨時会が７月23日に招集され、一般会計補正予算など４件が原案どおり可決さ

れました。
また、各常任委員会、議会運営委員会、広報特別委員会が再編されました。
■一般会計補正予算
平成14年度一般会計の歳入歳出予算に、それぞれ302万7千円を追加し、予算総額を49億

4,324万1千円としたもの。追加となった主な歳出補正予算は農集排特別会計繰出金300万円。
■簡易水道事業特別会計補正予算
平成14年度簡易水道事業特別会計の歳入歳出予算に、それぞれ3,587万8千円を追加し、予

算総額を2億6,328万4千円としたもの。歳出追加の内訳は農業集落排水事業合併施工負担金。
■農業集落排水事業特別会計補正予算
平成14年度農業集落排水事業特別会計の歳入歳出予算に、それぞれ9,587万8千円を追加し、
予算総額を7億8,880万7千円としたもの。追加となった主な歳出補正予算は工事請負費9,384
万9千円。
■農業集落排水事業特別会計への繰り入れ
下水道整備事業推進のため、平成14年度東由利町一般会計から1億300万円以内を繰り入れ

るとしたもの。
■東由利町議会委員会（敬称略　◎委員長　○副委員長）
《総務教育民生常任委員会》
◎佐藤十内、○中西蔵之助、阿部剛、小野健、長沼久利、佐々木長円、畑山作喜

《産業建設常任委員会》
◎小松賢、○工藤実、畠山作四郎、鈴木和夫、小松久　、小松義嗣

《議会運営委員会》
◎畑山作喜、○鈴木和夫、中西蔵之助、小松賢、佐藤十内、小松義嗣

《議会広報特別委員会》
◎佐々木長円、○小野健、工藤実、長沼久利、小松義嗣

委 員 会 構 成 を 再 編
第6回議会臨時会・7月23日招集



7 広報ひがしゆり　14.8.1

七
月
は
例
年
に
な
く
不
順
な
天
気
が
続
き

ま
し
た
。
連
日
の
雨
降
り
で
畑
作
が
心
配
な

こ
と
で
し
た
。
さ
ら
に
「
最
近
、
大
水
の
被

害
は
な
い
が
、今
年
あ
た
り
は
心
配
だ
な
あ
」

と
話
し
て
い
た
ら
台
風
六
号
に
引
き
続
い
て

七
号
の
雨
で
十
数
年
ぶ
り
の
大
水
に
な
り
ま

し
た
。
十
六
日
早
朝
、
寺
田
の
道
路
冠
水
と

通
行
止
め
、
地
元
消
防
団
の
出
動
要
請
と
い

う
役
場
か
ら
の
突
然
の
電
話
に
び
っ
く
り
い

た
し
ま
し
た
。

早
速
、
八
時
三
十
分
に
は
災
害
警
戒
対
策

室
を
立
ち
上
げ
四
班
の
調
査
班
を
編
成
し
町

中
の
被
害
状
況
を
把
握
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
全
消
防
団
の
出
動
を
要
請
し
対
策
本
部

を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
水
田
の
冠
水
・
浸
水
面
積
は
四
十

�
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ま
ず
は
大
き

な
被
害
も
な
く
す
み
ほ
っ
と
し
た
こ
と
で

し
た
。

二
十
一
日
の
消
防
訓
練
大
会
で
は
大

水
の
際
の
出
動
要
請
の
お
礼
も
申
し
上

げ
、
益
々
の
精
進
・
訓
練
で
町
民
の
期
待

に
応
え
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
と
告
示
も
し

た
こ
と
で
し
た
。
団
員
は
そ
れ
ぞ
れ
が
仕

事
を
持
ち
な
が
ら
の
訓
練
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
発
表
の
場
に
も
な
る
訓
練
大
会
で
あ
り
ま

す
。
訓
練
の
成
果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
た
大

会
で
も
あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
ご
苦
労
様

で
し
た
。

十
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
七
会
場
で
市
町

村
合
併
ト
ー
ク
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。
ど

こ
の
会
場
で
も
夜
七
時
か
ら
九
時
と
い
う
時

間
帯
の
設
定
や
合
併
と
い
う
楽
し
く
も
な
い

テ
ー
マ
の
た
め
に
か
、
な
か
な
か
大
入
り
満

員
と
い
う
訳
に
は
参
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

出
席
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、
な
ぜ
市
町
村

合
併
な
の
か
、
な
ぜ
今
な
の
か
と
心
配
す
る

質
問
が
多
く
出
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。

私
か
ら
は
平
成
十
七
年
三
月
と
い
う
合
併

特
例
法
の
期
限
が
あ
る
こ
と
、
一
市
七
町
の

合
併
を
想
定
を
し
て
い
る
こ
と
、
中
央
集
権

に
替
わ
る
地
方
分
権
と
い
う
こ
と
、
国
の

財
政
の
こ
と
、
結
果
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
原
資
と
な
る
地
方
交
付
税
が
縮
小
さ

れ
て
い
く
こ
と
、
ま
た
生
活
圏
の
広
域
化

な
ど
を
説
明
し
て
合
併
に
よ
り
現
状
よ
り

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
下
が
る
と
い
う
こ
と
は

あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
た

こ
と
で
し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
重
い
課
題

で
あ
り
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
し
た
判
断

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
十
七
日
は
恒
例
の
東
光
苑
と
永
慶
保
育

園
と
の
共
催
の
夏
祭
り
が
あ
り
ま
し
た
。
園

児
た
ち
が
張
り
き
っ
て
演
技
を
し
て
く
れ
ま

す
し
、
東
光
苑
の
入
所
者
の
皆
さ
ん
も
本
当

に
楽
し
み
に
し
て
い
る
夏
祭
り
で
あ
り
ま

す
。
例
年
、
祭
り
の
最
後
を
閉
め
る
花
火
の

際
は
雨
が
降
っ
て
と
い
う
こ
と
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
年
は
そ
の
心
配
も
な
く
、
良

い
花
火
が
楽
し
め
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
夏
本
番
で
あ
り
ま
す
。
長
雨
の

影
響
を
吹
っ
飛
ば
す
い
い
夏
の
暑
さ
が
期
待

さ
れ
る
八
月
に
な
り
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
祈

念
を
致
し
ま
す
。

町内唯一の高校としてこれまで数多くの優秀な人材
を輩出してきた本荘高校下郷分校。かつてはたくさん
の生徒が集い、活気にあふれていた学舎も、ついに来
春、55年にわたる長い歴史の幕を閉じることとなりま
した。今年11月に行われる閉校式に向けて、下郷分校
の歴史のひとこまをシリーズでお伝えします。 本荘高等学校定時制課程下郷分校開設

昭和23年8月19日

戦後の学制改革にともない、農山村における勤労青年の
教育は当時の重要課題とされていましたが、玉米・下郷村
の人々にとって本荘市まで高校に通うことは困難でした。
そこで、玉米・下郷両議会は数次にわたり議論を重ね分

校の設置を決議。こうして、昭和23年8月19日、待望の本
荘高等学校下郷分校が開校しました。
下郷分校は、普通・農業・家庭の３課程を持つ定時制高

校としての発足でしたが、独立校舎がなく、老方小学校の
一部を借りて授業を行いました。

※下郷分校では、「閉校記念誌」作成のため、分校の写真
や資料を探しています。特に初期のころの写真や資料をお
持ちの方は下郷分校（�69－2420）までご連絡ください。

下郷分校が開設されたときは、向学心に燃え

た若者がたくさん集まったのをおぼえていま

す。当初は、小学校を間借りしての学校生活だ

ったので、

大好きなバスケットボール

ものびのびとできない状態

でした。みんな仕事をしな

がらの通学で大変でした

が、仲間同士励まし合いな

がら勉強したものです。 ▲第１期生の皆さん

第１期生　小松三喜雄さん（新町）

▲7月16日集中豪雨対策本部で
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東
光
苑
・
永
慶
保
育
園
夏
ま
つ
り

ま
つ
り
を
通
じ
て
地
域
と
の
交
流
を

は
か
ろ
う
と
、「
東
光
苑
・
永
慶
保
育
園

夏
ま
つ
り
」
が
七
月
二
十
七
日
、
東
光

苑
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

園
児
と
入
所
者
に
よ
る
「
ド
ラ
え
も

ん
音
頭
」
を
皮
切
り
に
、
園
児
の
か
わ

い
い
ゆ
う
ぎ
の
ほ
か
、
東
光
苑
職
員
が

手
踊
り
を
披
露
。

ま
た
、
特
別
ゲ
ス
ト
に
は
「
お
や
ー

じ
北
島
」
が
登
場
し
、
も
の
ま
ね
と
楽

し
い
ト
ー
ク
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

最
後
に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
参

加
者
は
夏
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し

た
。

▲東光苑職員も手踊りを披露

し
た
発
酵
資
材
で
、
生
ゴ
ミ
を
短
期
間

で
た
い
肥
に
で
き
、
そ
れ
を
使
っ

た
野
菜
や
花
な
ど
は
病
気
に
強
く
、

減
農
薬
栽
培
に
向
い
て
い
る
と
の

こ
と
。
さ
ら
に
、
ペ
ッ
ト
や
家
畜

の
飼
料
に
混
ぜ
与
え
る
と
排
出
物

の
臭
い
が
緩
和
さ
れ
、
ハ
エ
や
ダ

ニ
な
ど
の
発
生
を
抑
え
る
効
果
が

あ
る
そ
う
で
す
。

同
グ
ル
ー
プ
の
会
長
・
小
松
喜

代
さ
ん
（
中
通
）
は
、「
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
環
境
に
よ
い
も
の
を
子

ど
も
た
ち
や
お
年
寄
り
に
も
知
っ

て
も
ら
い
、
ゆ
く
ゆ
く
は
こ
の
活

動
を
町
全
体
に
広
め
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ

▲環境にやさしいＥＭボカシと手づくり石けん

▲園児と入所者による「ドラえもん音頭」

▲園児全員で元気に大合唱

�特別ゲストの「おやーじ北島」

町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ
の

た
び
、
町
内
の
小
中
学
校
に
環
境
に
や

さ
し
い
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
と
廃
食
用
油
を
利

用
し
た
手
づ
く
り
石
け
ん
を
、
東
光
苑

に
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
を
使
っ
て
育
て
た
野
菜

を
提
供
し
ま
し
た
。

同
グ
ル
ー
プ
は
、
消
費
者
の
安
全
志

向
や
環
境
問
題
な
ど
の
社
会
的
な
動
き

を
踏
ま
え
、
身
近
な
生
ゴ
ミ
を
た
い
肥

化
し
、
土
づ
く
り
や
有
機
野
菜
作
り
の

た
め
の
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
は
有
用
微
生
物
を
利
用

▲中学校へＥＭボカシなどを提供する
小松会長
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少
年
自
然
教
室
が
七
月
二
十
五
日
、

二
十
六
日
の
両
日
、
八
塩
い
こ
い
の
森

で
開
催
さ
れ
、
町
内
の
小
学
六
年
生
約

二
十
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
自
然
の
中
で
の
交
流

を
通
じ
て
友
情
と
親
ぼ
く
を
深
め
よ
う

と
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
参
加

者
は
八
塩
登
山
や
野
外
炊
飯
、
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
慣
れ
な

い
野
外
活
動
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し
、
互
い
に

協
力
し
合
い
な
が
ら
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し

み
ま
し
た
。

▲野外炊飯を体験する児童たち

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
ぷ
れ
っ
そ
の
五
周
年
誕

生
祭
特
別
イ
ベ
ン
ト
が
七
月
十
九
日
、ぷ
れ

っ
そ
正
面
広
場
で
行
わ
れ
、
約
六
百
人
の
お

客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
Ａ
Ｂ
Ｓ
秋
田
放
送
「
こ

れ
は
ｋ
ｉ
ｋ
ｉ
ま
す
！
ビ
タ
ミ
ン
ラ
ジ
オ
」

の
公
開
生
放
送
で
、
特
別
ゲ
ス
ト
に
は
人
気

演
歌
歌
手
の
岩
本
公
水
さ
ん
が
登
場
し
、
新

曲
「
一
生
一
度
」
な
ど
を
披
露
。
ス
テ
ー
ジ

の
周
り
に
は
観
客
が
び
っ
し
り
と
詰
め
か

け
、
そ
の
歌
声
や
楽
し
い
ト
ー
ク
で
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ぷ
れ
っ
そ
五
周
年
誕
生
祭

▲大いに盛り上がった岩本公水さんのステージ

少

年

自

然

教

室

位
に
入
賞
し
、
見
事
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
出

場
権
を
手
に
し
ま
し
た
。

小
野
さ
ん
は
、
二
年
生
の
県
総
体
で
六
位
、

東
北
新
人
で
は
四
位
に
入
賞
。
今
年
の
県
総

体
で
も
二
位
に
入
賞
し
て
い
ま
す
。

今
回

の
東
北
高
校
総
体
で
は
、
自
己
ベ
ス
ト
を
出

し
た
も
の
の
、
自
分
で
は
納
得
し
た
結
果
で

は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
、
七
月
二
十
一
日

に
行
わ
れ
た
秋
田
県
選
手
権
大
会
で
は
、
五

十
八
�
二
十
二
�
を
投
げ
自
己
ベ
ス
ト
を
更

新
し
、
二
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

八
月
五
日
に
茨
城
で
行
わ
れ
る
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
は
も
ち
ろ
ん
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

▲インターハイでの活躍が期待さ
れる小野さん

「
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
第
五
回

県
大
会
」
が
七
月
二
十
三
日
、
秋
田
市

で
開
か
れ
、
本
町
の
畠
山
鋼
さ
ん
（
蔵
）

が
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
県
内
八
地
区
の
商
工
会

青
年
部
の
代
表
が
活
動
成
果
な
ど
を
発

表
す
る
も
の
。
畠
山
さ
ん
は
「
青
年
部

活
動
と
『
地
域
振
興
・
町
づ
く
り
』」
と

題
し
、「
ふ
る
さ
と
東
由
利
町
を
愛
し
奉

仕
す
る
こ
と
が
町
の
発
展
に
つ
な
が
る
」

と
訴
え
ま
し
た
。

商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
県
大
会

▲活動成果などを発表する畠山さん

陸
上
や
り
投
げ
で
小
野
徳
昭
さ
ん

六
月
に
行
わ
れ
た
東
北
高
校
総
合
体
育
大

会
の
陸
上
競
技
や
り
投
げ
種
目
で
、
本
荘
高

校
三
年
生
の
小
野
徳
昭
さ
ん
（
上
里
）
が
六
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これまで、障害者福祉サービスは行政がサービス

の内容やその提供事業者を決定する、いわゆる「措

置制度」でしたが、平成15年４月からは新たな利

用のしくみである「支援費制度」に変わります。利

用者に選ばれることで、サービスを提供する事業者

に競い合いが生まれ、サービスの質の向上も期待さ

れます。

支援費制度とは

障害のある人が事業者との対等な関係に基づき、

自らサービスを選択し、契約によりサービスを利用

する仕組みです。サービスに対して、本人は利用料

を、町は「支援費」を支払います（支援費とは、サ

ービス利用に必要なお金の一部を町が支払うもの）。

対象サービスは

○施設サービス

身体障害者の更正施設・療護施設・授産施設

知的障害者の更正施設・療護施設・通勤療

○居宅サービス

身体障害者・知的障害者・障害児のホームヘ

ルプサービス・デイサービス・ショートステ

イ、知的障害者のグループホーム

支援費支給の流れ

サービスを利用する際に、利用者は町に支援費の

支給を申請します。

町では、利用者の希望、障害状況等をもとにサー

ビスの支給内容を決定し、利用者に受給者証を交付

します。

交付を受けた利用者は、県が指定する事業者の中

から選択して契約し、サービスの提供を受けます。

指定事業者に対し、サービスにかかる費用のうち、

利用者は利用者負担額を、町は支援費を支払うこと

になります。

利用者の申請受付は10月以降になる予定です。

問い合わせ　町民福祉課福祉係
�６９－２１１７

支援制度の
しくみ



町
功
労
者
で
絵
本
作
家
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
高
橋
宏
幸
氏
の
児
童
文
芸
展
が
、

七
月
六
日
か
ら
秋
田
高
等
学
校
同
窓
会
館

「
羽
城
館
」
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
高
橋
氏
に
よ

る
絵
本
の
イ
ラ
ス
ト
や
童
画
な
ど
計
四
十

点
の
ほ
か
、
著
書
計
七
十
点
。

個
展
初
日
、
会
場
を
訪
れ
た
高
橋
氏
は

「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
作
品
が
展
示
さ

れ
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
。
他
の
誰
よ
り

も
東
由
利
の
人
た
ち
に
見
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
個
展
は
九
月
一
日
ま
で
（
午
前
十

時
〜
午
後
三
時
）
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す

（
土
・
日
・
祝
日
は
閉
館
）。
ぜ
ひ
一
度
足

を
運
ん
で
高
橋
宏
幸
氏
の
世
界
に
触
れ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ
は
秋
田
高
等
学
校
同
窓
会

（
�
〇
一
八
‐
八
三
二
‐
九
五
五
三
）
ま

で
。
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町
の
人
に
こ
そ
見
て
ほ
し
い�

秋
田
市
で
高
橋
宏
幸
児
童
文
芸
展�
町
の
人
に
こ
そ
見
て
ほ
し
い�

秋
田
市
で
高
橋
宏
幸
児
童
文
芸
展�

▲訪れたファンからの質問に答える高橋氏

教育委員会では、平成４年に創設し
た「高橋宏幸賞童話秋田県コンクール」
が昨年第10回を迎えたことから、初回
から10回までの上位入賞作品をまとめ
た「優秀作品記録集」を刊行しまし
た。
この間、県内の幼児・児童から感想

画と感想文合わせて総数26,980点の応
募が寄せられましたが、この記録集に

は上位入賞した感
想画256点と感想
文116点を収録し
ています。
頒布ご希望の方

は教育委員会まで
ご連絡ください。

高橋宏幸賞童話秋田県コンクール
「優秀作品記録集」を頒布しています

▲高橋宏幸賞童話秋
田県コンクール
「優秀作品記録集」

問い合わせ
教育委員会
�69‐2311

熱中症とは？
（高温多湿の環境下でおこる様々な症状）

気温や湿度の高いところで激しい運動
や仕事をしたり、長時間日光を浴びると、
「めまい」、「吐き気」、「頭痛」、さらには
「意識障害」といった症状が現れること
があります。こうした高温多湿の環境下
で起こる様々な体の障害を総称して「熱
中症」といいます。
一般に「日射病」や「熱射病」ともい

われます。ときには体温調節機能が失わ
れ、体温が41℃以上になり、脳や心臓、
肝臓などに障害が起こり、命にかかわる
こともあります。

予防するには？
◇0.2㌫程度の薄い食塩水（500ccの水に1ｇの食塩）を補給する
※水だけでは血液が薄められてのどの渇きを感じないまま、
余分な水分を体外に出すため、脱水状態の回復が遅れます

◇暑さになれるまでの数日間は、軽い短時間の運動から始める
◇運動による体重の減少が２㌫を超えないように水分補給する
◇屋外では帽子をかぶり、吸湿性や通気性のよい薄い服を着る
◇体調がよくない時は無理に運動しない

気温が30℃以上になると体温が下がりにくく、湿度が高いと汗
をかいてもなかなか蒸発しないので効率よく体温が下がりませ
ん。湿度が高い状況では特に注意しましょう。

炎天下でのスポーツや作業中には、熱射病などの熱中
症を起こす危険性が高くなり、短時間で重症になるこ
ともあります。正しい知識と予防法を身につけ、猛暑
を乗り切りましょう。
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町
で
は
、
町
職
員（
上
級
・
初
級
一
般
行
政
職
）の
採
用
試
験
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

■
採
用
人
員

若
干
名

■
受
験
資
格
　
　
　

◇
上
級
（
大
学
卒
）

・
昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
56
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

・
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
大
学
卒
ま
た
は
平
成
15
年
３
月
卒
業
見

込
み
の
方
。

◇
初
級
（
高
校
・
短
大
卒
）

・
昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
60
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。
た
だ
し
、
大

学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
平
成
15
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方
は
受

験
で
き
ま
せ
ん
。

■
受
付
期
間
　
　
　
８
月
７
日
�
〜
８
月
28
日
�

■
第
一
次
試
験
日
　
９
月
22
日
�

■
試
験
会
場

秋
田
市
・
秋
田
経
済
法
科
大
学

※
受
験
希
望
者
に
は
、
受
験
案
内
・
受
験
申
込
用
紙
を
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
総
務
課

（
�
６
９
―
２
１
１
０
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
職
員（
上
級
・
初
級
）採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

■
採
用
予
定
人
員
　
若
干
名

■
職
務
の
内
容
　
一
般
行
政
事
務

■
受
験
資
格
　

（
ア
）
昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
56
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
。

（
イ
）
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
大
学
卒
又
は
平
成
15
年
３
月
卒
業

見
込
み
の
者
。

■
試
験
内
容

○
第
一
次
試
験
（
教
養
試
験
）

大
学
卒
業
程
度
の
一
般
的
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て

の
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

○
第
二
次
試
験
（
口
述
試
験
、
作
文
、
身
体
検
査
）

第
一
次
試
験
合
格
者
に
通
知

■
受
付
期
間
　
８
月
７
日
�
〜
８
月
28
日
�

■
試
験
日
及
び
試
験
会
場
　
９
月
22
日
�
　
秋
田
経
済
法
科
大
学

■
受
験
申
込
用
紙
の
請
求
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
０
１
０
‐
０
９
５
１
　
秋
田
市
山
王
４
丁
目
２
番
３
号
（
秋
田
県
市
町
村
会
館
内
）

秋
田
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
　
総
務
課
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
１
８
―
８
６
２
―
３
８
５
４

秋
田
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
職
員（
上
級
）

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

■
試
験
区
分
・
採
用
予
定
人
員

◇
中
　
級

一
般
事
務
２
人
、
看
護
師
15
人
、
臨
床
検
査
技

師
２
人
、
保
健
師
２
人
、
診
療
放
射
線
技
師
１

人
、
農
業
１
人
、
学
校
栄
養
士
１
人

◇
初
　
級

一
般
事
務
７
人
、
林
業
１
人
、
総
合
土
木
１
人
、

学
校
事
務
10
人
、
警
察
事
務
６
人

■
受
験
資
格
　

◇
中
　
級

ア
　
一
般
事
務
お
よ
び
農
業

昭
和
50
年
４
月
２
日
〜
昭
和
58
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
。た
だ
し
、大
学
卒
（
短

大
を
除
く
）
の
方
や
平
成
15
年
３
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

イ
　
看
護
師

昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
看
護
師
の
免
許
を
有
す
る
方
ま
た

は
平
成
14
年
度
中
に
取
得
見
込
み
の
方
。

ウ
　
臨
床
検
査
技
師
・
保
健
師
・
診
療
放
射

線
技
師

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
免
許
を
有
す
る
方
ま

秋
田
県
職
員（
中
級
・
初
級
）採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

た
は
平
成
14
年
度
中
に
取
得
見
込
み
の
方
。

エ
　
学
校
栄
養
士

昭
和
50
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
栄
養
士
の
免
許
を
有
す
る
方
ま
た
は

平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

の
方
。

◇
初
　
級

昭
和
52
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
方
。
た
だ
し
大
学
・
短
大
・
高
等
専

門
学
校
卒
の
方
や
平
成
15
年
３
月
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

■
試
験
内
容

◇
中
級
　
教
養
・
専
門
・
作
文
試
験

◇
初
級
　
教
養
・
専
門（
技
術
系
職
種
の
み
）

・
作
文
試
験

■
受
付
期
間
　
８
月
23
日
�
ま
で

■
第
１
次
試
験
日
及
び
試
験
会
場

９
月
29
日
�
　
秋
田
経
済
法
科
大
学

■
受
験
申
込
用
紙
の
請
求
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
０
１
０
―
０
９
５
１

秋
田
市
山
王
４
丁
目
１
番
２
号

秋
田
県
人
事
委
員
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
１
８
―
８
６
０
―
３
２
５
３

◎採用説明会、採用試験勉強会を次の
日時で行います。
説明会・勉強会　８月８日�
勉強会　８月17日�・８月31日�

９月14日�
実施時間　午前９時から正午まで
実施会場　本荘由利広域交流セン

ター
詳しくは自衛隊本荘募集事務所
�22－3479へお問い合わせください。

防衛庁では来春入隊予定者（男女）を
対象に、次の募集を行います。

自衛官等募集

募集種目 受付締切 一次試験日
防衛大学校推薦
防衛大学校
防衛医科大学校
航 空 学 生
看 護 学 生
一般曹候補学生
曹 候 補 士
二等陸海空士

９月９日�
10月11日�
10月11日�
９月６日�
10月11日�
９月６日�
９月６日�
９月６日�

９月22日�・23日�
11月９日�・10日�
11月２日�・３日�
９月21日�
10月22日�
９月16日�
９月16日�
９月20日�
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シリーズ④

○戸籍に使える文字 その2
戸籍に使える文字は国で平成２年に細かく規定され

ましたが、それ以前に作られた戸籍には現在では誤字
とされる文字も使われています。
戸籍の電算化は改製であり、戸籍が新しく作られる

ことから、この規定に従って文字を整理することにな
ります。したがって、「我が家の文字は昔からの文字
を使いたい」といっても規定にない文字は使用するこ
とができなくなります。なお、電算化により文字が整
理される方には通知をいたします。
具体的な例を７月号から紹介しています。

問い合わせ　町民福祉課町民係　�69－2117

【訂正例】
誤字　　　正字

→　蔵　藏
→　泰　　
→　長　　
→　博　　
→　繁　　
→　邊
→　民　　　

誤字　　　正字
→　茂　　
→　門　　
→　悠
→　裕　
→　優
→　與
→　龍

年金だより

◎８月期の年金を受けられましたら、年金証書を
役場・国民年金担当まで提出してください。

老齢福祉年金を受給されている方に、７月下旬
から８月上旬にかけて、秋田社会保険事務局から
年金証書が送付されます。

☆８月期分は８月９日から指定の郵便局で受
け取ることができます

老齢福祉年金は本人や配偶者、扶養義務者の所
得によって年金額が調整される場合があります。
これを審査した後、今年の12月期と４月期の支払
金額を年金証書に記入し、受給者の方にお返しし
ます。年金証書の提出が遅れますと、支払金額の
記入ができず12月期からの支払が受けられなくな
ることがありますので、忘れず早めに提出してく
ださい。

老齢福祉年金を
受けられている皆さんへ

問い合わせ　町民福祉課町民係　�69－2117

よりよき生活習慣で病気を予防する�
Vol
.26

「
精
進
揚
げ
」（
４
人
前
）

《
材
料
》
（
大
…
…
大
さ
じ
、
小
…
…
小
さ
じ
）

カ
ボ
チ
ャ
80
ｇ
、
レ
ン
コ
ン
80
ｇ
、
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
40
ｇ
、
め
ん
つ
ゆ
20
ｇ
、
小

麦
粉
40
ｇ
、
卵
１
個
、
サ
ラ
ダ
油
24
ｇ
、
ダ
イ
コ
ン
（
お
ろ
し
）
１
２
０
ｇ

《
作
り
方
》

①
カ
ボ
チ
ャ
、
レ
ン
コ
ン
、
イ
ン
ゲ
ン
は
食
べ
や
す
い
厚
さ
大
き
さ
に
切
る
。

②
小
麦
粉
に
水
を
入
れ
、
天
ぷ
ら
粉
を
作
り
、

溶
き
卵
を
加
え
る
。

③
油
を
熱
し
天
ぷ
ら
を
揚
げ
、
大
根
お
ろ
し

と
天
つ
ゆ
を
添
え
る
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

緑
黄
色
野
菜
、
果
物
、
食
物
繊
維
な
ど
は
、

発
ガ
ン
を
抑
え
る
食
品
と
し
て
積
極
的
に
と

る
必
要
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
暑
い
時
期
は
夏
バ
テ
防
止
も
兼
ね

て
こ
ん
な
一
品
を
添
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

（
小
松
保
健
師
）

@@@@@@@@e?
@@@@@@@@e?
@@h?
@@h?
@@h?
@@h?
@@h?
@@h?

@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?
@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?

@@@@@@@@
@@@@@@@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

?@@
?@@
?@@
?@@
?@@
?@@

?@@@@@@@@
?@@@@@@@@

?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@
?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@e?@@@@@@@@?e@@@@@@@@

@@g
@@g
@@g
@@g
@@g
@@g
@@@@@@@@
@@@@@@@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@
@@

◆
大
東
精
機
前

佐
藤
剛
（
新
町
）
小
野
和
成
（
須
郷
田
）
阿

部
梓
（
本
荘
市
）
畠
山
朋
彦
（
大
琴
）
阿
部

寛
（
大
内
町
）
菅
原
洋
介
（
本
荘
市
）
斉
藤

広
子
（
石
高
）
斉
藤
美
由
紀
（
本
荘
市
）

橋
奈
津
美
（
舘
合
新
田
）
畠
山
智
恵
子
（
下

通
）
小
松
寛
子
（
山
崎
）
小
野
好
（
舘
合
新

田
）
佐
藤
敦
（
新
処
）

◆
下
郷
分
校
前

斉
藤
正
人
（
石
高
）
佐
藤
浩
司
（
泡
ノ
渕
）

佐
藤
主
税
（
葎
沢
）
小
松
大
輔
（
高
戸
屋
）

小
野
公
寛
（
上
里
）
小
松
嘉
紀
（
智
者
鶴
）

佐
々
木
克
彦
（
大
琴
）
石
渡
裕
（
蔵
）
土
田

留
美
子
（
大
雄
村
）

◆
役
場
前

小
松
聖
明
（
須
郷
田
）
猪
股
寿
和
（
本
荘
市
）

小
松
雄
一
（
松
柴
）
佐
々
木
信
幸
（
大
琴
）

遠
藤
晃
（
野
田
）
鈴
木
政
雄
（
袖
山
）
高
橋

一
心
（
五
海
保
）
工
藤
良
（
新
処
）
佐
藤
公

男
（
智
者
鶴
）
阿
部
弘
章
（
蔵
）
高
沢
稔

（
黒
渕
）
小
松
健
（
湯
出
野
）
佐
藤
和
広

（
蔵
）
工
藤
恵
（
中
ノ
沢
）
小
松
達
也
（
船

木
）
畠
山
正
幸
（
下
通
）
遠
藤
吉
保
（
小
倉
）

小
松
修
一
（
寺
田
）
横
山
一
郎
（
智
者
鶴
）

小
松
正
二
（
下
小
路
）
遠
藤
克
幸
（
蔵
新
田
）

大
須
賀
俊
秀
（
本
荘
市
）
小
野
俊
輔
（
宿
）

６
月
28
日
（
敬
称
略
）
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木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

4,000

2,987～3,810

2,500～2,778

1,538

1,362

出品量が各市場で激減していることから、原木の確
保の動きがみられる。価格は横バイであるが、落札率
約70％と最近では高落札率であった。

（
平
成
十
四
年
七
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

七
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
17
15
32

平均体重
305kg
276kg
292kg

平均価格
416,232円
430,990円
423,150円

kg当単価
1,297円
1,488円
1,375円

去　勢
雌

金　額
531,300円
825,300円

父
美津福
安福165の9

母の父
北国7の8
宮　桜

母の祖父
安美金
安美金

円
筒
Ｌ
Ｖ
Ｌ
に
つ
い
て
、
こ
の

ほ
ど
開
催
さ
れ
た
日
本
林
業
技
士

会
秋
田
県
支
部
総
会
で
の
県
立
大

学
名
誉
教
授
佐
々
木
光
先
生
の
講

演
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

Ｌ
Ｖ
Ｌ
（
エ
ル
ブ
イ
エ
ル
）
と

は
、
単
板
積
層
材
の
略
号
で
す
。

切
削
機
に
よ
っ
て
原
木
か
ら
む
い

た
単
板
を
数
層
か
ら
数
十
層
と
重

ね
て
接
着
圧
締
し
た
も
の
で
、
強

度
性
能
が
高
く
木
材
の
良
さ
が
損

な
わ
れ
な
い
長
所
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。円

筒
Ｌ
Ｖ
Ｌ
は
、
ス
ギ
間
伐
材

の
高
度
利
用
を
目
指
し
て
、
今
年

三
月
ま
で
県
立
大
学
木
材
高
度
加

工
研
究
所
長
で
あ
っ
た
佐
々
木
光

先
生
が
長
年
に
わ
た
り
研
究
開
発

し
た
技
術
で
、
企
業
化
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
原
木
か
ら
む
い
た

単
板
を
鉄
芯
の
周
囲
に
巻
き
重
ね

接
着
圧
締
し
た
後
、
芯
を
抜
き
と

っ
て
製
造
さ
れ
る
円
筒
状
の
も
の

で
す
。
ま
た
、
丸
太
を
芯
に
し
て

単
板
を
巻
く
事
も
出
来
ま
す
。

学
校
、
神
社
、
仏
閣
、
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
な
ど
の
大
型
建
造
物
の
丸

柱
や
一
般
住
宅
の
柱
な
ど
に
幅
広

く
使
う
事
が
で
き
て
、
円
筒
Ｌ
Ｖ

Ｌ
の
需
要
が
増
え
る
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
長

佐
藤
恒
悦
氏
）

　林業�
 だより�

円
筒
Ｌ
Ｖ
Ｌ

（
エ
ル
ブ
イ
エ
ル
）

おとなり情報
～本荘由利の催物などを紹介します～

岩城町から

千葉商科大吹奏楽部サマーコンサート
�と　き…8月24日(土) 19：00～
�ところ…岩城町民総合体育館
�内　容…マーチングショー

岩城町公民館　�７３－２４６８

岩城ふれあい港まつり
�と　き…8月31日(土)
�ところ…道の駅「岩城」ふれあい広場
�内　容…夕日コンサート（沢田知可子）、ブ

ラボー中谷トーク＆マジックショー
岩城町振興課　�７３－２０１４

大内町から

第16回大内サマーフェスティバル
�と　き…8月17日(土) 16：00～21：00
�ところ…大内町役場前駐車場
�内　容…フリーマーケット、大道芸ショー他

大内町商工会　�６５－２２１８

象潟町から

日本の渚全国協議会サミット
�と　き…8月22日(木) 14：30
�ところ…象潟町公民館
�内　容…講演・金坂芳和氏、意見交換会

象潟町農林水産課　�４３－７５０５

鳥海町から

鳥海獅子まつり
＝第29回鳥海町獅子舞番楽競演会＝
�と　き…8月18日(金) 16:00開場　17:30開演
�ところ…鳥海町健康広場特設ステージ

鳥海町教育委員会　�５７－２８８１ 湖水まつり
�と　き…8月31日(土) 14：00
�ところ…栗山池公園

象潟町商工観光課　�４３－７５０４

金浦町から

第3回鳥海山ハーフマラソン大会
�と　き…10月14日(月)

9：15開会式　10：00スタート
�ところ…鳥海町トレーニングセンター
�内　容…ゲストランナー・有森裕子◇参加費

一般2,000円、高校生以下1,000円、
ペア2,500円

�申込締切…9月12日(木)
第3回鳥海山ハーフマラソン大会事務局
（鳥海町企画観光課内）�５７－２２０２

仁賀保町から

真夏の夜の映写会
�と　き…8月23日（金） 19：00
�ところ…しおかぜ公園
�内　容…ディズニー映画「ダイナソー」上映
仁賀保町勤労青少年ホーム　�３５－４７１１

第12回湾頭まつり
�と　き…8月15日(木) 18：30～21：00
�ところ…金浦小学校グラウンド
�内　容…郷土芸能、歌謡ショー、花火他

金浦町企画課　�３８－４３００

にかほ夏まつり2002
�と　き…8月15日(木) 15：00～21：00
�ところ…しおかぜ公園
�内　容…ハリケンジャーショー、北海道ペア

旅行が当たる大抽選会、花火他
仁賀保町観光協会　�３２－３０３８

由利町から

ゆり高原牧場まつり
�と　き…8月4日(日) 10：00～15：00
�ところ…ゆり高原ふれあい農場（東由利原）
�内　容…由利牛バーベキュー、牧場内遊覧他

由利町農林課　�５３－４１２０

プロ野球イースタンリーグ公式戦
日本ハムファイターズ対読売ジャイアンツ
�と　き…8月17日(土)

9：30開場　13：00試合開始
�ところ…鳥海球場
�内　容…入場前売券500円～1,500円◇鳥海町

役場、公民館などで発売中
鳥海町教育委員会　�５７－２８８１

矢島町から

第16回矢島カップMt.鳥海バイシクルクラシック
�と　き…8月3日(土)・4日(日)

3日14：30 4日8：40
�内　容…3日 個人タイムトライアル（長泥～
木在往復コース）◇４日 フルクラス（山
岳コース）、ハーフクラス（高原コース）
矢島町企画商工観光課　�５５－４９５３

02日本海花火フェスティバルin象潟
�と　き…8月16日(金)
�ところ…象潟海水浴場　19：00打ち上げ
�内　容…仮面ライダーアギトショー（午後２
時、５時)、ビーチサッカーゴルフ大会他
象潟町観光協会　�４３－６６０８

千葉商科大吹奏楽部サマーコンサート
�と　き…8月25日(日) 18：30
�ところ…大内町民体育館
�内　容…マーチングショー

大内町公民館　�６５－２２１０

第16回彫刻に親しむ会
・大内セミナー〔制作風景鑑賞〕

�と　き…8月3日(土)～8日(木)
�ところ…大内町畜産センター
�内　容…彫刻家が制作に励む様子を鑑賞

大内町公民館　�６５－２２１０
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

栗
の
花
け
ぶ
る
旅
路
の
湯
も
み
唄
　
　
　
山
　
崎
　
　
小
　
松
　
良
　
子

里
の
道
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
の
杜
若
　
　
　
横
小
路
　
　
小
　
松
　
丈
　
介

梅
雨
冷
や
手
負
の
虫
を
蟻
ひ
け
り
　
　
　
下
小
路
　
　
小
　
松
　
メ
　
サ

ぎ
り
ぎ
り
と
ね
ぢ
巻
く
時
計
夏
の
朝
　
　
高
戸
屋
　
　
小
　
松
　
敏
　
雄

桜
桃
忌
津
軽
の
酒
に
酔
い
し
れ
て
　
　
　
中
　
通
　
　
小
　
松
　
順
之
助

梅
雨
寒
や
診
察
を
待
つ
眼
の
虚
ろ
　
　
　
新
　
町
　
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

神
官
の
衣
擦
一
歩
夏
袴
　
　
　
　
　
　
　
五
海
保
　
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

裏
山
に
栗
の
花
咲
く
雨
あ
が
り
　
　
　
　
時
雨
山
　
　
吉
　
川
　
葉
　
子

人
ひ
と
り
置
か
ず
青
田
の
昼
下
り
　
　
　
横
小
路
　
　
宮
　
野
　
源
二
郎

花
菖
蒲
壷
溢
ら
せ
て
み
佛
に
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
　
小
　
野
　
貞
　
子

牡
丹
に
傘
さ
し
か
け
て
一
軒
家
　
　
　
　
舟
　
木
　
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

刈
り
込
み
の
鋏
の
音
や
梅
雨
晴
間
　
　
　
蔵
新
田
　
　
小
笠
原
　
亮
　
子

記
念
樹
の
あ
じ
さ
い
湖
畔
い
ろ
ど
れ
り
　
上
　
里
　
　
小
　
野
　
石
蕗
子

馬
鈴
薯
の
咲
け
り
二
度
め
の
土
寄
せ
る
　
舟
打
場
　
　
高
　
橋
　
民
治
郎

旅
行
か
ぬ
日
は
畑
に
在
り
六
月
尽
　
　
　
久
　
保
　
　
高
　
橋
　
典
　
三

故
郷
の
香
り
届
け
る
ち
ま
き
結
う
　
　
　
小
　
倉
　
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

猫
車
逆
さ
に
置
か
れ
木
下
闇
　
　
　
　
　
秋
田
市
　
　
嵯
　
峨
　
義
　
之

十
薬
が
延
び
放
題
の
古
屋
敷
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

十
薬
の
香
る
軒
下
祖
母
を
恋
う
　
　
　
　
横
　
渡
　
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

の
っ
ぺ
ら
ぼ
う

む
か
し
む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に
、

朝
か
ら
晩
ま
で
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い
る
男

が
い
ま
し
た
。
男
の
奥
さ
ん
は
、「
な

ん
と
か
、
昔
の
よ
う
に
お
酒
を
ほ
ど
ほ

ど
に
し
、
仕
事
に
精
を
出
し
て
く
れ
た

ら
な
ぁ
」と
な
げ
い
て
い
る
の
で
し
た
。

あ
る
晩
、
男
が
い
つ
も
の
よ
う
に
酒

を
飲
ん
で
、
ふ
ら
り
ふ
ら
り
と
い
い
気

持
ち
で
家
に
帰
る
途
中
の
こ
と
で
す
。

お
月
様
の
明
か
り
が
暗
い
夜
道
を
ぼ
ん

や
り
と
浮
か
ば
せ
て
、
ど
こ
か
夜
風
も

生
暖
か
い
晩
で
し
た
。
村
は
ず
れ
の

橋
の
た
も
と
近
く
で
男
が
ふ
と
前
を
見

る
と
、
ゆ
か
た
姿
の
一
人
の
女
が
歩
い

て
い
ま
す
。

女
が
手て

拭
い
を
頭
に
か
け
、
ふ
ら
ふ

ら
と
歩
い
て
い
る
様
子
に
「
あ
れ
、
酔

っ
て
い
る
の
か
な
。
俺
ば
か
り
で
は
な

い
ん
だ
な
あ
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
ん
な

夜よ

更ふ

け
に
女
の
一
人
歩
き
は
危
な
い

ぞ
。
俺
が
送
っ
て
や
ろ
う
」
と
男
は
ひ

と
り
言
を
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

「
も
し
も
し
、
暗
い
夜
道
は
大
変
だ
。

お
ら
が
送
っ
て
あ
げ
よ
う
」と
い
っ
て
、

女
の
肩
を
ポ
ン
と
た
た
い
て
呼
び
か
け

ま
し
た
。

す
る
と
、
女
は
立
ち
止
ま
っ
て
、
静

か
に
男
の
方
に
顔
を
向
け
ま
し
た
。
そ

の
と
た
ん
、
男
は
「
わ
ぁ
っ
」
と
叫
ん

で
ひ
っ
く
り
返
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

な
ん
と
女
の
顔
は
、
目
も
鼻
も
な
い
つ

る
っ
と
し
た
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う

．
．
．
．
．
．

だ
っ
た
の

で
す
。「
助
け
て
く
れ
ぇ
ー
」
す
っ
か

り
酔
い
の
さ
め
た
男
は
、
転
が
る
よ
う

に
し
て
橋
を
渡
り
、
家
に
帰
る
な
り
息

を
は
ず
ま
せ
な
が
ら
恐
ろ
し
い
女
に
会

っ
た
話
を
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
い
ろ
り
で
煮
物
を
し
て
い

た
奥
さ
ん
は
後
ろ
向
き
の
ま
ま
、「
そ

の
女
の
人
、
ど
ん
な
顔
な
の
」
と
た
ず

ね
ま
し
た
。
男
が
「
ど
う
も
こ
う
も
ね

え
。
お
っ
か
ね
ぇ
く
て
お
っ
か
ね
ぇ
く

て
（
恐
ろ
し
く
て
）。」
と
答
え
る
と
、

奥
さ
ん
は
く
る
り
と
振
り
向
き
、「
も

し
か
し
て
、
こ
ん
な
顔
だ
っ
た
で
し
ょ

う
…
」

な
ん
と
、

奥
さ
ん
の
顔

ま
で
の
っ
ぺ

．
．
．

ら
ぼ
う

．
．
．

だ
っ

た
の
で
す
。

男
は「
あ
っ
」

と
言
っ
た
き

り
気
を
失
っ

て
し
ま
い
ま

し
た
。

実
は
、
こ

の
奥
さ
ん
、

橋
た
も
と
の

い
た
ず
ら
狸

が
と
き
ど
き

の
っ
ぺ
ら
ぼ

う
に
化
け
、
酔
っ
ぱ
ら
い
を
か
ら
か
っ

て
い
る
噂
を
耳
に
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
男
の
話
を
聞
い
て
、
き
っ
と
ひ
っ

か
か
っ
た
な
と
思
い
、
わ
ざ
と
煮
物
の

鍋
の
蓋
を
取
っ
て
自
分
の
顔
の
前
で
裏

返
し
に
し
て
見
せ
た
の
で
し
た
。

暗
い
家
の
中
の
こ
と
、
の
っ
ぺ
ら
ぼ

．
．
．
．
．

う．
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
の
男
は
、
奥
さ
ん

の
顔
ま
で
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
に
見
え
て
し

ま
っ
た
の
で
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
、
男

は
人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
酒
も
飲
ま

ず
、
仕
事
に
精
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
狸
の
の．

っ
ぺ
ら
ぼ
う

．
．
．
．
．

の
話
も
聞
こ
え
な
く
な
っ

た
そ
う
で
す
。（文

と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

六
二
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鍬　　篤哉ちゃん鍬　　篤哉ちゃん�
　　（新町・１歳）　　（新町・１歳）�
お父さん：正　人さんお父さん：正　人さん�
お母さん：恵　雅さんお母さん：恵　雅さん�
お話し：恵雅さんお話し：恵雅さん�

あつあつ や�

鍬　　篤哉ちゃん�
　　（新町・１歳）�
お父さん：正　人さん�
お母さん：恵　雅さん�
お話し：恵雅さん�

あつ や�

小　野　貴　之さん（下小路・20歳）

―職業は
秋田ルビコンに務めています。

―趣味は
今はダーツに夢中になっています。

―性格は
長所は気が長いところ、短所はすぐ物事を投げ出
すところ。
―目標（夢）は
家を建てること。

―理想のタイプは
世話やきな人がいいです。

―家族に一言
自分を大切にしてくれる最高の両親です。

名前の由来は？
「誠実で思いやりのある子になってほしいと願い『篤哉』
と付けました」
本人の性格は？
「マイペースでのんびり屋ですが、意志は固いようです。」
最近のエピソードは？
「ようやく１人で立てるようになり、一歩踏み出そうと頑
張っています。また、眠くなるとお座りしたままでも寝て
しまいます」
お父さんとお母さんから篤哉くんへひとこと
「お姉ちゃんたちとケンカもしながら、仲良く元気にたく
ましく育ってね」

第９回東由利町町民ゴルフ大
会が６月29日、大森町の羽後カ
ントリー倶楽部で開催され、青
空が広がる絶好のコンディショ
ンのもと、32人のゴルフ愛好家
の皆さんがプレーを楽しみまし
た。
大会結果は次のとおりです。

（敬称略）
優　勝　佐　藤　孝一郎
準優勝　村　上　栄　志
３　位　斉　藤　幸　悦
ベストグロス

大　沼　武　且
小　野　義　雄

青空のもと、
プレーを満喫

町民ゴルフ大会結果

ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会
結
果

第
十
一
回
東
由
利
町
ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会
が

六
月
十
日
か
ら
二
十
四
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、

ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
昨
年
優
勝
し
た
宿

を
三
対
一
で
下
し
、見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

社
会
人
野
球
大
会
組
み
合
わ
せ

今
年
も
八
月
十
五
日
、
十
六
日
の
両
日
、
第

四
十
四
回
東
由
利
町
社
会
人
野
球
大
会
が
行
わ

れ
ま
す
。
昨
年
は
ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が

優
勝
、
宿
が
準
優
勝
に
輝
い
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ�

モ
ン
ス
タ
ー
ズ�

秋
田
ル
ビ
コ
ン�

シ
リ
ュ
ウ
ス�

袖
山
オ
リ
オ
ー
ル
ズ�

高
瀬�

野
球
狂�

パ
ワ
ー
ズ�

蔵
パ
イ
レ
ー
ツ
　�

宿�ジ
パ
ン
グ�

玉
新
ラ
イ
ン
ズ�

法
内
フ
ラ
ワ
ー
ズ�

役
場
タ
キ
オ
ン�

40 7 9 6 0 0 07 7 711

4 10 2 2 4 10 3 4

1 8 0 7

1 3

ポパイスポーツクラブ�

パ
ワ
ー
ズ�

ジ
パ
ン
グ�

モ
ン
ス
タ
ー
ズ�

玉
新
ラ
イ
ン
ズ�

秋
田
ル
ビ
コ
ン�

役
場
タ
キ
オ
ン�

野
球
狂�

袖
山
オ
リ
オ
ー
ル
ズ�

高
瀬�

メ
ル
ヘ
ン�

シ
リ
ュ
ウ
ス�

ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ�

宿�法
内
フ
ラ
ワ
ー
ズ�

蔵
パ
イ
レ
ー
ツ�

8:00 9:30 11:00 12:30 8:00 9:30 11:00

14:00 15:30 12:30 14:00

9:00 11:00

勤
労
者
野
球
場�

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド�

第2試合終了1時間後�

15日�

16日�

15日分は1時間30分の時間制�



住民基本台帳�

男（人）�

女（人）�

計（人）�

世帯数（戸）�

6月末人口�前月比�

2,379�

2,547�

4,926�

1,377

－  2�

－  2�

－  4�

 0

�

出生（人）�

死亡（人）�

転入（人）�

転出（人）�

6月異動人数�1月からの累計�

2�

4�

2�

4

9�

29�

36�

86

消防・交通�

火災出動（件）�

救急出動（件）�

交通事故（件）�

死亡（人）�

傷者（人）�

飲酒運転（件）�

酒気帯び（件）�

0�

8�

3�

0�

0�

0�

1

2�

64�

7�

0�

4�

0�

2

６　月�
発生数�

1月から�
の累計�

14.8.1 広報ひがしゆり　18

本
州
以
南
、
沖
縄
ま
で
の
路
傍
、
山
あ
い
、
人
家
の
近
く
に
も

見
ら
れ
る
多
年
草
で
、
茎
は
1.5
�
以
上
に
も
な
り
ま
す
。
ニ
ワ
ト

コ
に
似
て
い
ま
す
が
、
樹
木
で
は
な
い
の
で
「
ク
サ
ニ
ワ
ト
コ
」

の
名
も
あ
り
ま
す
。
茎
の

先
に
散
形
花
序
（
カ
ラ
カ

サ
状
に
広
が
っ
て
咲
く
花

序
、
ウ
ド
、
ニ
ン
ジ
ン
な

ど
）
を
出
し
て
白
色
花
を

多
数
つ
け
ま
す
。
葉
は
対

生
す
る
奇
数
の
羽
根
状
複

葉
で
広
披
針
形
、
鋸
歯
が

あ
り
ま
す
。
狭
卵
形
の
小

葉
は
５
〜
７
枚
で
、
花
後

球
形
の
美
し
い
果
実
を
つ

け
ま
す
。
７
、
８
月
全
草

を
干
し
、
神
経
痛
、
む
く

み
の
時
、
煎
服
す
る
と
い

い
ま
す
。

1�　夏の交通安全県民総ぐるみ
運動（～10日）
予防接種（個別・三混）

2� 1歳6カ月児健診
3� 本荘市由利郡支部消防訓練

大会
4� 全町一斉道路清掃
5� 水泳教室（～6日）
7� 中学生海外研修（オースト

ラリア・～15日）
機能訓練教室

8� 乳児健診
食生活改善講習会

15� 成人式
18� スポ少交流会・パークゴルフ
20� 予防接種（個別・ツ反）

機能訓練教室
22� 予防接種（個別・ＢＣＧ）
23� 追悼式
25� 町民ゲートボール大会
27� フレッシュ教室
28� 乳がん検診・婦人科検診
29� ことぶき大学・パークゴルフ
30� 乳がん検診・婦人科検診
9/3� 予防接種（個別・風疹）
9/4� 機能訓練教室
9/5� 乳児健診
9/10� 予防接種（個別・三混）

９月定例会開会

東
由
利�

ソ
　
ク
　
ズ

（
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
後
田
七
〇
番
地
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

NO.210

（
６
月
21
日
〜
７
月
20
日
）

喜
寿
祝
い
の
記
念
に
老
人
福
祉
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一
封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

小
野
四
郎
さ
ん
（
西
ノ
宮
市
）

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一
封
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

佐
藤
進
さ
ん
（
鳩
ヶ
谷
市
）、
田
島
ス
ズ
さ
ん
（
藤
沢

市
）、
佐
々
木
栄
子
さ
ん
（
秋
田
市
）、
阿
曽
千
吉
さ

ん
（
千
葉
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

鈴
木
要
さ
ん
（
沼
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

全国各地に被害が及んだ台風7号の猛威。東由利
町もここ何年も見られなかったほどの集中豪雨に
見舞われ、大変難儀をされた方もたくさんいるか
と思います。普段のほほんと生活している私。ニ
ュースで被害のひどい地域の映像を見ても「大変
だなぁ」と思いつつ、どこか他人事のような気もし
ていましたが、今回の台風で実際に被害を目の当
たりにし、自然災害の恐ろしさや普段から急な災
害に備えることの大切さを改めて感じました。（武）

夏といえば花火
が楽しい季節です
が、やはり火を使
う遊び、十分注意
して遊ばないとと
ても危険です。そ
こでちびっこの皆
さんに正しい遊び
方を学んでもらお
うと、消防署職員
による花火指導が
町内の保育園で行
われました。7月
17日にみどり保
育園で行われた花
火指導では、消防
士さんが花火の持
ち方や後始末の仕方などを丁寧に説明。子どもた
ちはおっかなびっくりしながらも、楽しく安全に
花火をすることができました。（広報担当）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●東由利町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

（
６
月
21
日
〜
７
月
20
日
届
出
）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

６／19
工
　
藤
　
徳の

り

華か

ち
ゃ
ん〈
博
　
行
〉

蔵

エ
リ
カ

６／26
佐
　
藤
　
昌ま

さ

也や

く

ん〈
昌
　
美
〉
泡
ノ
渕

順
　
子

７／２
佐
　
藤
　
藍あ

い

莉り

ち
ゃ
ん〈
友
　
也
〉
湯
出
野

美
　
香

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

６
／21
鍬
　
ツ
ル
ノ
さ
ん
（
89
）
正
　
一
･
母
・
松
　
柴

６
／23
伊
東
　
　
隆
さ
ん
（
32
）

博
　
･
弟
・
横
　
渡

６
／29
鈴
木
　
ス
メ
さ
ん
（
76
）

要
　
･
妻
・
蔵（
東
光
苑
）

６
／30
長
谷
山
富
子
さ
ん
（
83
）
喜
市
郎
･
妻
・
下
　
通

７
／１
嶽
石
ト
ク
ノ
さ
ん
（
88
）
忠
　
洋
･
母
・
山
　
崎

７
／６
佐
藤
　
　
謙
さ
ん
（
64
）
時
　
子
･
夫
・
寺
　
田


